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１ 令和６年度事業計画 

 

（令和 6年 4月 1日～令和 7年 3月 31日） 

 

令和６年度は、次の事業を実施するものである。 

 

（1） 鉄道事業部門 

ア 鉄道運輸業務 

八戸貨物駅～北沼駅間 8.5kmにおいてコンテナ貨物列車の運行業務等を実施し、八戸貨

物駅からの輸送力の確保及び事故防止に取り組むものである。 

イ 保全業務 

八戸臨海鉄道線の安定輸送確保のため、鉄道施設の点検整備を確実に実施するとともに、

技術の継承や後継者の育成について計画的に取り組むものである。 

 

（2） 関連事業部門 

   車両・駅舎等の清掃等の関連事業について、引き続き青い森鉄道線関連の受託業務を行う

ほか、新規業務獲得に取り組むものである。 
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２ 令和５年度事業実績 

 

（令和 5年 4月 1日～令和 6年 3月 31日） 

 

令和５年度は、次の事業を実施したものである。 

 

（1） 鉄道事業部門 

ア 鉄道運輸業務 

八戸貨物駅～北沼駅間 8.5kmにおいてコンテナ貨物列車の運行業務等を実施した。貨物

運輸収入は 147,658,299円を計上したものである。 

イ 保全業務 

軌道・電気設備、機械などの鉄道施設の機能の維持管理を実施し、八戸臨海鉄道線の安

定輸送確保のため、鉄道施設の点検整備を確実に実施するとともに、計画的に技術の継承

や後継者の育成に取り組んだものである。 

 

（2） 関連事業部門 

青い森鉄道株式会社から受託した車両・駅舎等の清掃、青森運輸管理所構内での入換等の

業務並びに八戸市から受託した八戸駅前広場清掃管理業務等を実施したものである。 
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金　　　額 金　　　額

( 資 産 の 部 ) ( )

1,156,217,228 208,300,215

986,771,491 15,007,440

40,151,200 5,839,800

118,825,740 7,039,800

8,884,617 172,044,687

1,584,180 1,169,256

518,900

6,680,332

429,377,731 175,917,677

421,676,954 17,425,677

5,525,877 2,077,500

83,967,848 151,743,500

11,765,561 4,671,000

3,846,836 384,217,892

316,570,832

7 ( )

7 1,201,377,067

570,000,000

7,700,770 631,377,067

2,500,000 631,377,067

5,200,770 200,000,000

431,377,067

1,201,377,067

1,585,594,959 1,585,594,959

そ の 他 投 資

関 係 会 社 株 式

（ 無 形 固 定 資 産 ）

（投資その他の資産）

建 物

構 築 物

車 両

工 具 器 具 備 品

土 地

電 話 加 入 権

利 益 剰 余 金

別 途 積 立 金

繰 越 利 益 剰 余 金

そ の 他 利 益 剰 余 金

３　令和５年度決算報告書

(1)　貸　借　対　照　表

貯 蔵 品

未 払 金現 金 及 び 預 金

負 債 の 部

営 業 未 収 入 金

未 収 運 賃

（単位　円）

科　　　　目科　　　　　目

流 動 資 産 流 動 負 債

未 払 消 費 税 等

役員退職慰労引当金

退 職 給 付 引 当 金

前 払 金

前 受 金

賞 与 引 当 金

（ 有 形 固 定 資 産 ）

（令和6年3月31日現在）

負 債 ・ 純 資 産 合 計

株 主 資 本

固 定 負 債

預 り 金

車 両 修 繕 引 当 金

預 り 連 絡 運 賃

未 払 法 人 税 等
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固 定 資 産

純 資 産 の 部

純 資 産 合 計

長 期 預 り 保 証 金

負 債 合 計

資 本 金

資 産 合 計



378,076,607

貨 物 運 輸 収 入 147,658,299

兼 業 収 入 230,418,308

359,929,967

営 業 費 271,160,631

一 般 管 理 費 65,853,380

諸 税 4,685,026

減 価 償 却 費 18,230,930

18,146,640

2,472,222

受 取 利 息 596,637

雑 収 入 1,875,585

20,618,862

7,599,059

国 庫 補 助 金 1,580,763

車両修繕引当金戻入額 6,018,296

2,230,492

固 定 資 産 圧 縮 損 1,580,763

固 定 資 産 除 却 損 649,729

25,987,429

10,346,991

15,640,438

特 別 利 益

特 別 損 失

金　　　　　　　額

営 業 収 益

科　　　　　　　目

税 引 前 当 期 純 利 益

経 常 利 益

営 業 利 益

営 業 費 用

（単位　円）

(2)　損　益　計　算　書

（令和5年4月1日～令和6年3月31日）

営 業 外 収 益

当 期 純 利 益

法人税、住民税及び事業税
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(単位　円)

別途積立金
繰越利益
剰 余 金

570,000,000 200,000,000 415,736,629 1,185,736,629 1,185,736,629

当 期 純 利 益 15,640,438 15,640,438 15,640,438

15,640,438 15,640,438 15,640,438

570,000,000 200,000,000 431,377,067 1,201,377,067 1,201,377,067当 期 末 残 高

株　　　　　　主　　　　　　資　　　　　　本

（令和5年4月1日～令和6年3月31日）

利益剰余金

その他利益剰余金
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純資産合計

当 期 首 残 高

資　本　金
株主資本
合　　計

(3)　株主資本等変動計算書

当 期 変 動 額

当 期 変 動 額 合 計



(4) 個 別 注 記 表 

 

 

１ 重要な会計方針に係る事項に関する注記 

(1)  有価証券の評価基準及び評価方法 

子会社株式  移動平均法による原価法 

(2) 棚卸資産の評価基準及び評価方法 

貯蔵品  最終仕入原価法 

(3)  固定資産の減価償却の方法 

有形固定資産 

建物・線路設備・電路設備・構築物  定額法 

車両・工具器具備品         定率法 

     ただし、鉄道事業固定資産については、取替法による 

(4)  引当金の計上基準 

①賞 与 引 当 金  従業員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額基準により計上 

したものと、それに係る社会保険料の会社負担分を含めて計上 

②退 職 給 付 引 当 金  従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務 

（簡便法による期末自己都合要支給額）に基づき、当事業年度末にお 

いて発生していると認められる額を計上 

③役員退職慰労引当金  役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく期末要支給額を 

計上 

④車 両 修 繕 引 当 金  鉄道に関する技術上の基準を定める省令(平成 13年国土交通省令第 

151号)第 90条に定める内燃機関車及び貨車の全般検査の修繕費支出 

に備えるため、修繕予定額を見積もり、計上 

(5)  収益及び費用の計上基準 

約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取る 

と見込まれる金額で収益を認識している。また、顧客への財又はサービスの提供における役割(本 

人又は代理人)を判断し、本人としての役割となる場合は総額で収益を認識し、代理人としての役 

割となる場合は純額で収益を認識することとしている。 

２ 会計上の見積りに関する注記 

  会計上の見積りにより当事業年度に係る計算書類にその額を計上した項目であって、翌事業年度に

係る計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があるものは、次のとおり。 

  車両修繕引当金                151,743,500円 

３ 貸借対照表に関する注記 

(1)  有形固定資産の減価償却累計額         400,988,184円 

(2)  関係会社に対する金銭債権及び金銭債務 

短期金銭債権                 25,210,547円 

短期金銭債務                 177,404,363円 
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４ 損益計算書に関する注記 

関係会社との取引高 

営業取引による取引高 

売上高                    79,975,780円 

営業費用                   51,055,602円 

５ 株主資本等変動計算書に関する注記 

当該事業年度の末日における発行済株式の種類及び株式数  普通株式  1,140,000株 

６ 税効果会計に関する注記 

  繰延税金資産の発生の主な原因は、賞与引当金、退職給付引当金の否認等である。なお、繰延税金

資産の算定に当たり控除した評価性引当額は、51,741,607円である。 

７ 金融商品に関する注記 

(1)  金融商品の状況に関する事項 

資金運用については、預金国債等に限定 

未収運賃及び営業未収入金に係る顧客の信用リスクは、与信管理を行ってリスク低減を図ってい

る。 
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(2)  金融商品の時価等に関する事項 

令和 6年 3月 31日（当期の決算日）における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額につい

ては、次のとおり。 

なお、現金及び預金、未収運賃、営業未収入金、未払金及び預り連絡運賃については、短期間で 

決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、記載を省略している。また、関係会社株 

式(貸借対照表計上額 2,500千円)については、市場価格のない株式等であるため、含めていない。 

 (単位 円) 

 貸借対照表計上額（＊） 時価（＊） 差額 

長期預り保証金 (4,671,000) (4,096,340) 574,660 

（＊）負債に計上されているものについては、( )で示している。 

(注) 時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明 

金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の 

３つのレベルに分類している。 

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成さ 

れる当該時価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価 

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外 

の時価の算定に係るインプットを用いて算定した時価 

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価 

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプ 

ットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を 

分類している。 

長期預り保証金 

    長期預り保証金の時価については、その将来キャッシュ・フローを国債の利回り等適切な指 

   標に準じた利率で割り引いた現在価値により算定しており、レベル２の時価に分類している。 

８ 賃貸等不動産に関する注記 

重要な賃貸等不動産は、所有していない。 

９ 資産除去債務に関する注記 

会社は株主ユーザーのもとで第三セクターとして設立され、単独で経営計画を作成・変更すること

ができない。会社の使用する不動産等は賃貸借契約により契約終了又は解除時における原状回復義務

があるが、会社としては継続的に使用し、撤退の計画がないため使用期間が明確でなく合理的に資産

除去債務を見積もることができない。そのため、当該原状回復義務に見合う資産除去債務を計上して

いない。 
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10 関連当事者との取引に関する注記 

(1)  親会社及び法人主要株主等 

（単位  円） 

属性 
会社等の

名称 

議決権等の

被所有割合 

関連当事者

と の 関 係 
取引の内容 

取引金額 

（注）２ 
科目 

期末残高 

（注）２ 

その他

の関係 

会社 

日本貨

物鉄道

株式会 

社 

直接 

38.6％ 

業務の受託 

八戸貨物駅構

内の受託事業 

（注）１ 

61,961,000 未収入金 24,592,363  

出向者の受

入 

出向者負担金

の支払 

（注）１ 

21,193,946 未払金 2,265,835   

連絡運輸 運賃の精算 910,478,757 
預り連 

絡運賃 
172,044,687  

取引条件及び取引条件の決定方針等 

（注）１ 業務の受託料及び出向者負担金については日本貨物鉄道株式会社から提示された条件を 

基礎として交渉の上、決定している。 

（注）２ 取引金額には消費税等を含めていない。期末残高には消費税等を含めている。 

(2)  子会社及び関連会社等                        

（単位 円） 

属性 
会社等の

名称 

議決権等の 

所有割合 

関連当事者

と の 関 係 
取引の内容 

取引金額 

（注）２ 
科目 

期末残高 

（注）２ 

子会社 

臨 海

サービ

ス株式 

会社 

直接 

100.0％ 

所長の兼任 

管理業務負担

金 

（注）１ 

2,736,749 未収入金 211,074  

業務の委託 
業務委託料 

（注）１ 
33,919,098 未払金 3,093,841  

取引条件及び取引条件の決定方針等 

（注）１ 管理業務負担金及び業務の委託料については、会社から提示した条件を基礎として交渉の 

上、決定している。 

（注）２ 取引金額には消費税等を含めていない。期末残高には消費税等を含めている。 
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(3) 兄弟会社等  

 （単位 円） 

属性 
会社等

の名称 

議決権等の

所有割合 

関連当事者

と の 関 係 
取引の内容 取引金額 科目 期末残高 

その他

の関係

会社の

子会社 

ジェイ

アール

エフ商

事株式 

会社 

― 資金の貸付 

資金の貸付 600,000,000 短期貸付金 ― 

資金の回収 600,000,000 短期貸付金 ― 

受取利息 

（注） 
593,424 短期貸付金 ― 

取引条件及び取引条件の決定方針等 

（注）貸付金利息に関しては、市場金利を勘案して決定している。 

11  １株当たり情報に関する注記 

(1) １株当たり純資産額           1,053円 83銭 

(2)  １株当たり当期純利益            13円 71銭 
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